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 「自分が心で思っていることはどんなに近くにいる人でも、言葉にしなければ  

わからない。」小さいころ何かで読んだそんな言葉を今でも鮮明に覚えています。 

 中学校一年生の時、お世話になった塾の先生がいました。その先生は教え方が  

上手で、生徒一人ひとりに寄り添ってくれました。優しくて親しみやすかった先生。

その年の最後の授業を終え、教室を後にしました。数週間後、二年生の最初の    

授業になり、「先生とお話ししたいな。」そんなことを思いながら教室に入ると、   

教壇には知らない先生が立っていました。「今日は違う先生なのかな。」そう考えた 

のも束の間、先生が異動してしまったことがわかったのです。私は驚きと同時に、  

さびしい気持ちでいっぱいになりました。まだまだ話したいことがたくさんあった。

お別れのあいさつもきちんとできていないのに。人生は一期一会なのだと実感し、 

深く後悔しました。その時「自分が心で思っていることはどんなに近くにいる人でも、

言葉にしなければわからない。」この言葉を思い出しました。「この言葉を大切に  

生きていこう。」そう決意しました。 

 私は昨年、県の意見発表大会に出場しました。自分の意見を言葉にして伝えられる

機会をいただき、うれしく思いました。もう伝えられずに後悔したくない。     

あの言葉を胸に頑張ろうと思いました。言葉にするのは難しくて、それでも発表が 

終わった後には達成感を感じました。私の発表の後、後に最優秀賞をとることになる

人の発表を聞きました。その人の発表は気持ちや思いが素直に伝わってきて、   

心を動かされました。「私もあんな風に言葉にできたかな。」そう思いながら休憩時間

になり周りを見渡すと私の発表を見に来てくださった先生が声をかけてください 

ました。「ありがとう。酒巻さんの思いが伝わってきた。今日発表を見に来て    

よかったよ。」その言葉を聞いて、私もきちんと思いを伝えることができたのだと  

実感することができました。 

 私は昨年から東海中学校の生徒会長になりました。心と心がつながる東海中。  



私が目指す東海中です。そのために今一番近くにいる東海中学校のみんなのために 

言葉を大切に伝え続けたい。後悔しないように、思っていることを言葉にしたい。  

そう思います。 

 伝えたいことは言葉にしなければわからない。難しいけれど大切なことなのだと、

たくさんの人と関わることで学びました。 

 もし、もう一度あの先生に会えたら。そのときは伝えたかったことをお話し   

したいです。言葉にしないと伝わらないから。そのために、私はこれからも    

「自分が心で思っていることはどんなに近くにいる人でも、言葉にしなければ   

わからない。」という言葉を大切にしたいです。 

 みなさんは、今自分の近くにいる人に言葉を伝えられていますか。「ありがとう」を

伝えられていますか。 

 明日、後悔しないように。 




